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古
写
真
を
通
じ
て
、
富
士
登
山
道
を

辿
り
ま
す
。 

 

第
一
回
は
「
金
鳥
居
」
で
す
。  

写
真
の
鳥
居
は
明
治
十
一
年
の
再

建
で
す
。
戦
時
中
に
供
出
さ
れ
た
の
で
、

現
在
の
も
の
と
は
異
な
り
ま
す
。
鳥
居

下
に
明
治
三
十
二
年
創
業
の
「
都
留
馬

車
鉄
道
」の
軌
道
が
見
え
ま
す
。
電
信
柱

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
川
電
灯
株
式

会
社
の
操
業
は
大
正
二
年
で
、
こ
の
絵
葉

書
は
そ
れ
以
前
の
も
の
で
す
。
恐
ら
く
現

存
す
る
「
金
鳥
居
」
の
絵
ハ
ガ
キ
と
し
て
は

最
古
の
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
道
路
脇
の

水
路
は
む
き
出
し
の
ま
ま
で
す
。 

   

 

 

   

 

 

本
教
の
前
身
で
あ
る
「
富
士
一
山
教

会
」
は
御
教
祖
宍
野
半
大
人
が
富
士
講

を
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
も
富
士
山
に
関
す
る
信
仰

に
御
関
心
の
あ
る
方
が
多
い
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
信
仰
の
歴
史
に

つ
い
て
は
、
教
会
教
師
の
方
々
に
御 

 

 
 

  

 

現
在
の
金
鳥
居
周
辺
で
す
。
電
線
は

埋
設
さ
れ
た
の
で
、
電
柱
は
な
く
な
り

ま
し
た
。 

  

 

尋
ね
す
る
の
が
一
番
で
す
が
、
ご
自
身

で
研
究
さ
れ
た
い
と
い
う
御
希
望
も

あ
る
や
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
欄
で
は
ご
研
究
の
参
考
と
な
る

よ
う
な
文
献
を
ご
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

富
士
の
信
仰
の
基
本
文
献 

一 

 

① 

『
富
士
の
研
究
』
全
６
冊 

 

昭
和
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
官

幣
大
社
富
士
浅
間
神
社
社
務
所
編
纂

に
よ
り
東
京
古
今
書
院
か
ら
刊
行
さ

れ
た
。 

六
巻
の
内
容
は
、Ⅰ

富
士
の
歴
史 

Ⅱ

浅
間
神
社
の
歴
史 

Ⅲ

富
士
の
信

仰 
Ⅳ

富
士
の
文
学
・
美
術
・
遺
跡 

Ⅴ

富
士
の
地
理
と
地
質 

Ⅵ

富
士
の

動
物
・
植
物
。
そ
れ
ぞ
れ
が
四
百
頁
を 

超
え
る
大
作
で
、
当
時
の
富
士
に
関
す 

る
叡
智
の
結
晶
と
言
え
る
。
富
士
山
に

関
す
る
研
究
で
は
現
在
で
も
こ
れ
に

勝
る
集
大
成
は
な
い
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
特
に
井
野
邊
茂
雄
東
京

帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
に
よ
るⅠ

巻

とⅢ

巻
は
、
そ
の
内
容
の
充
実
度
か
ら

い
っ
て
も
富
士
の
研
究
に
お
い
て
は

欠
く
こ
と
で
き
な
い
名
著
で
あ
る
。
昭

和
四
十
八
年
に
名
著
出
版
か
ら
限
定

五
百
部
で
再
刊
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は

購
入
不
可
。
時
折
古
書
店
で
見
か
け
る

が
、
十
万
円
前
後
の
高
値
で
取
引
さ
れ

て
い
る
。
後
出
の
研
究
書
の
ほ
ぼ
全
て

の
ネ
タ
本
で
あ
る
と
い
っ
て
も
良
い
。 

 

② 

『
浅
間
文
書
纂
』 

 

『
富
士
の
研
究
』
編
纂
の
過
程
で
収

集
さ
れ
た
浅
間
神
社
に
関
係
す
る
資

料
を
整
理
刊
行
し
た
も
の
。
昭
和
六
年

刊
行
、
昭
和
四
十
八
年
名
著
刊
行
会
再

刊
。
『
富
士
の
研
究
』
で
は
収
録
し
き

れ
な
か
っ
た
原
資
料
を
家
別
に
掲
載

し
て
い
る
。
富
士
山
頂
で
発
見
さ
れ
た

経
塚
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

③ 

『
浅
間
神
社
資
料
』 

右
を
受
け
て
昭
和
九
年
に
刊
行
年

さ
れ
た
。
昭
和
四
十
九
年
名
著
出
版
再

刊
。「
文
書
纂
」
が
写
本
、
自
筆
文
書

等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
献
が
主
で
あ
る

の
に
対
し
、
本
書
は
通
史
、
紀
行
、
文

学
、
伝
説
と
い
っ
た
普
遍
的
な
も
の
も

多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
浅
間
神
社
の

名
称
の
由
来
、
祭
神
で
あ
る
木
花
佐
久

耶
姫
命
に
関
す
る
文
献
な
ど
は
、
本
書

に
網
羅
さ
れ
て
い
る
の
で
、
研
究
者
の

論
考
を
読
む
際
に
は
大
い
に
参
考
と

な
る
。 

 

次
回
は
「
富
士
講
」
に
つ
い
て
書
か

れ
た
研
究
書
を
中
心
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

 

敬
神
の
道
標(
文
献
紹
介) 

① 

お
山
道
を
た
ど
る 

① 

『都
留
馬
車
鉄
道
」の
客
車
が
見
え
ま
す
。
そ
の
前
を
荷
馬
車
が
横
切
っ

て
い
ま
す
。
電
信
柱
が
立
ち
、
水
路
の
蓋
が
さ
れ
ま
し
た
。
左
下
に
は
麦
わ

ら
帽
子
売
り
が
見
え
ま
す
の
で
、
夏
の
写
真
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

３ 
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今
年
度
か
ら
、
本
部
の
研
修
以
外
に

も
教
師
補
命
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
四
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
五
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、

桜
島
を
眼
前
に
す
る
ホ
テ
ル
ウ
ェ
ル

ビ
ュ
ー
カ
ゴ
シ
マ
を
会
場
に
、
鹿
児
島

教
区
で
の
「
神
道
祭
式
作
法
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

五
十
二
名
の
参
加
者
は
教
区
内
の

教
会
長
か
ら
初
め
て
笏
を
持
つ
初
心

者
ま
で
お
立
場
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た

が
、
皆
様
一
様
に
熱
心
な
取
り
組
み
を

さ
れ
ま
し
た
。 

 

  
 

教
区
巡
教
で
鹿
児
島
に
お
入
り
に

な
ら
れ
て
い
た
管
長
様
か
ら
は
、
本
教

の
教
義
に
つ
い
て
の
御
講
義
を
賜
り
、

教
嗣
様
か
ら
は
教
団
の
成
り
立
ち
に

つ
い
て
の
御
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ま

た
、
山
縣
祭
事
師
範
・
矢
島
祭
典

課
長
の
熱
心
な
指
導
に
、
一
同
汗
を
か

き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
祭
式
作
法
を

学
ば
れ
、
教
師
と
し
て
の
自
覚
を
再
認

識
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

          

 

    

 

七
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
に
亘
り
、

恒
例
の
「
御
神
實
（
み
か
む
ざ
ね
）
ご

登
岳
」
が
左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。
詳
細
は
後
日
郵
送
で
ご
案
内
し
ま

す
。
冨
士
山
天
拝
宮
、
冨
士
頂
上
へ
の

登
拝
修
行
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 
 
 

記 

御
神
實
登
拝
修
行
日
程 

 

※
七
月
十
六
日
（
金
） 

午
後
一
時 

本
部
に
て
出
立
祭
～

富
士
吉
田
北
口
本
宮
浅
間
神
社
参

拝
～
御
師
「
大
国
屋
」
泊 

※
七
月
十
七
日
（
土
） 

扶
桑
教
元
祠
に
て
、
登
拝
奉
告
祭
～

富
士
山
五
合
目
～
登
拝
開
始
～
八

合
目
「
天
拝
宮
」
着
到
・
天
拝
神
事

謹
修 

※
七
月
十
八
日
（
日
） 

頂
上
登
拝
・
天
拝
神
事
謹
修
～
下
山

～
河
口
湖
ホ
テ
ル
「
湖
南
荘
」
で
下

山
祝
・
泊 

※
七
月
十
九
日
（
海
の
日
） 

冨
士
西
麓
人
穴
参
拝
～
本
部
着 

 

   

・
扶
桑
教
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」 

を
開
設
し
ま
し
た
。 

か
ね
て
よ
り
教
内
皆
さ
ま
か
ら
ご
要
望

の
あ
り
ま
し
た
、
本
教
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
が
実
現
し
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
神
道
扶
桑
教
」
と

入
力
す
れ
ば
、
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

繋
が
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
が

今
後
、
一
層
内
容
を
充
実
さ
せ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

御
意
見
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。 

ア
ド
レ
ス
は
、
左
の
通
り
で
す
。 

「
扶
桑
教
本
部
」
Ｈ
Ｐ 

h
t
t
p:
/
/w
w
w.
f
us
o
ky
o
.o
r
g
/ 

 ・
「
扶
桑
」
を
季
刊
の
予
定
で
再
刊
い

た
し
ま
す
。
御
意
見
、
御
要
望
と
と
も

に
各
種
情
報
の
御
提
供
を
願
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

鹿
児
島
教
区
で
神
道
祭
式
作
法
講
習
会
実
施 

 

～
本
教
の
歴
史
と
教
師
の
自
覚
を
再
認
識
～ 

 

大
教
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ 

４ 

「
扶
桑
」 

発
行
元 

扶
桑
教
大
教
庁 

〒
１
５
６
‐
０
０
４
３ 

東
京
都
世
田
谷
区
松
原 

 
 
 
 

 
 

一
―
七
―
二
十 

電
話 

０
３(

３
３
２
１)

０
２
３
８ 

 

・写真上、本教の歴史と教えについて

講義される管長様。 

・写真中、管長様のお話を熱心に聴く

緊張感いっぱいの講習生。５２名の老若

男女が一生懸命儀式作法の勉強をしまし

た。 

・写真下、管長様教嗣様、講師の先生方

と一緒に記念撮影にて笑顔の皆さん。 

 

冨冨
士士
登登
拝拝
修修
行行
のの
ごご
案案
内内 


